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業績予想の修正及び配当予想の公表に関するお知らせ 

 

当社は、連結業績予想の修正及び期末配当予想の公表を行うことといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想の修正 

（1）連結業績予想の修正（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日） 

                                                         (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 非開示 5,960 5,320 3,640 189 円 17 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 非開示 7,020 6,250 4,300 231 円 28 銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － 1,060 930 660 － 

増  減  率 （  ％  ） － 17.8 17.5 18.1 － 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（2024 年 12 月期） 
30,933 6,340 5,810 3,941 204 円 55 銭 

 

（2）理由 

当社グループは、2023 年 12 月期及び 2024 年 12 月期と 2 期連続で創業以来の最高益を更新いたしました。

2025 年１月 17 日には、株式会社クマシュー工務店(以下、クマシュー工務店)を当社グループの子会社化を

果たし、既存の自社セグメントの成長性にクマシュー工務店の業績を加えた業績予想に修正を行うものであり

ます。なお、取引形態及び事業の多様化に伴い、総額表示による売上計上と純額表示による売上計上が混

在し変動するため 2021 年 12 月期末より売上高は非開示としております。また、クマシュー工務店の当社連結

業績への取込みは 2025 年 12 月期第２四半期からとなり、2025 年 12 月期は 2025 年３月１日から 2025 年９

月 30 日までの７ヵ月分の損益が含まれる（2026 年 12 月期から通期での業績寄与）予定となります。 
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２． 配当予想の公表 

(1)配当予想の公表 

 1 株当たりの配当金 

第２四半期 期末 年間 

前回公表予想 

(2025 年２月 14 日発表) 
未定 未定 未定 

今回公表予想 0 円 00 銭 70 円 00 銭 ７0 円 00 銭 

前期実績 

(2024 年 12 月期) 
0 円 00 銭 61 円 00 銭 61 円 00 銭 

 

(2)理由 

当社グループは、配当政策を株主の皆様への利益還元を経営上の重要政策のひとつとして考え、実績に応

じた利益還元を継続的に実施することを基本方針とし、将来の事業展開と財務体質の強化を勘案して総合的

に決定しております。従来は、期末の業績見込の確実性を図ったうえで配当予想を公表しておりましたが、業

績予想に向けての組織体制の成長と期中の株価の安定性を考慮し、当期以降は早期に配当予想を公表す

る予定となります。なお、当期におきましても、引き続き業績予想に対し「配当性向 30％以上」の配当をグルー

プの目標として掲げ前期に比べ 1 株当たり 70 円(前期比 9 円増配)を予想しております。 

 

３. 中期経営計画の発表 

今回の連結業績予想の修正及び期末配当予想の公表に伴い、当社グループは新中期経営計画を策定して

おります。新中期経営計画は 2025 年 4 月末までに発表をする予定です。 

 

以 上 

 

 【将来に関する記述等についてのご注意】 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提（仮定）に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な 

要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、国内外の経済情勢、 

ＩＴサービスの市場需要、他社との競争、税制その他諸制度の変更などがありますが、これらに限定されるものではありません。  

なお、新たな情報や事象が生じた場合において、当社が業績見通し等を常に見直すとは限りません。 

上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の 

様々な要因により予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 


